
学校教育に関するアンケート(12月実施) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 79.3％と、多くの保護者が理

解を示している。７月に比べ若干下がった

が、今後も引き続き、生徒への声掛けなど

生徒理解に努める。 

肯定的評価が 79.2％と多くの保護者の理

解は得られている。7 月に比べ若干下がっ

たが、今後も基礎・基本の定着を図る取り

組みを継続する。 

肯定的評価が 66％と７割を切っている。7

月に比べ 8 ポイント下がり、厳しい評価で

あった。校内の指導体制を確認し、早期対

応に努める。 

肯定的評価が 75.5％と 8割を切っている。 

生徒への指導後の家庭連絡において、十分

な理解が得られるように丁寧な説明を引き

続き行っていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 92.4％と高い。今後も引き続

き通信や HP を使って学校の様子を保護者

や地域に伝えていく。 

 

肯定的評価が 90.6％と高い。体育大会や文

化祭、人権集会など多くの保護者の参加も

あり充実した行事が運営できた。 

 

肯定的評価が 86.8％と高い。今学期は地震

による原子力発電所の被災を想定した避難

訓練とシェイクアウトえひめで、予告なし

の避難訓練を実施した。 

 

肯定的評価が 84.9％と高い。2 学期は体育

大会での縦割りの活動や人権集会があり、

間近で生徒の活動を見てもらうことができ

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 94.4％と高い。 

部活動やクラブチームで、各自が充実した

活動を行えている。 

肯定的評価が 72.7％とやや低い。7 月に比

べ、3.4ポイント下がっている。 

生活調査やあゆみ指導を通して、生徒の気

持ちに寄り添う対応を心掛ける。 

肯定的評価が 90.5％と高い。生徒の身だし

なみへの意識も高く、校内でのあいさつの

声もよく聞こえている。継続した指導を行

っていく。 

肯定的評価が 73.6％とやや低い。毎日の宿

題の内容について、見直しを図っていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 57.5％と低い。ゲームや携帯

電話の利用時間などのルールの設定につい

ては、今後も家庭と連携して指導していく。 

肯定的評価が 74.5％と 7月に比べ 4ポイン

ト下がった。睡眠や朝ごはんの大切さを継

続して指導していく。 

肯定的評価が 72.7％と 7月に比べ 5ポイン

ト上がった。学校行事や各種研修会の案内

を行い、活動への参加を呼び掛けた成果が

あった。 

肯定的評価が 85.9％と 8 割を超え、7 月よ

りも 1.6 ポイント上がった。今後も信頼さ

れる学校づくりに努めていきたい。 


